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苫小牧市市政レポーター制度について

市政レポーター制度は、市政に関する意見や提案等をいただき、それらを市政運営

の参考とすることにより、市民参加のまちづくりを進めることを目的としています。

平成２４年度より、従来の「市政モニター」という名称から「市政レポーター」（通

称：とまレポ）へ改称し、市で平成２５年６月まで取り組む「ゼロごみ大作戦～ステ

ージ３～」について、市から事業内容をその都度お知らせし、実際に御都合のつく範

囲で参加・体験して、意見書を提出していただきました。

平成２５年７月からのごみの有料化にあたり、市で周知等様々な取り組みを行って

おりましたが、実際に行事や説明会、分別体験モニタリング等に参加して、取り組み

を見ていただいたうえでの市政レポーターの皆さんからの意見書は、市民の皆さんの

立場からの率直な感想・意見として、非常に重要なものとなりました。

結果として、「ゼロごみ大作戦～ステージ３～」については、ごみ有料化や分別に

関する周知活動等が活発になされていて評価するという御意見を多くいただきまし

た。ごみの有料化や紙類の分別は平成２５年７月からとなり、ゼロごみ大作戦も６月

まで継続しました。平成２４年度市政レポーターの皆さんは平成２５年３月をもって

任期が終了しましたので、大作戦が継続する残りの期間及びその後の取り組みについ

ては、新たに委嘱される平成２５年度市政レポーターの皆さんに、御意見をいだきた

いと考えています。

本報告書は、平成２４年度市政レポーターの活動内容を取りまとめたものであり、

ホームページに掲載するほか、公共施設に配布し、広く市民のみなさんに公表してい

ます。
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平成２４年度市政レポーター活動実績

開 催 年 月 日 活 動 内 容

平成 24年 5月 1日（火）

午後 3時 30分～4時 00分

市庁舎 5階第 1応接室

委嘱状交付式 ・市長から委嘱状を交付

同上

午後 4時 00分～4時 30分

市庁舎 5階第 1応接室

レポーター事業

説明会

・「市政レポーターについて」

・「ゼロごみ大作戦～ステージ３～に

ついて」

説明と質疑応答

随時 とまレポ通信等で事業等の内容をお知らせ→参加

平成 24年 7月 31日（火）

午後 3時 00分～4時 00分

市庁舎 5階第 2応接室

市長との懇談会
・これまでの大作戦事業に関して

（シンポジウム、サンプルごみ袋等）

平成 24年 10月 26日（金）

午後 3時 00分～4時 00分

市庁舎 5階第 2応接室

市長との懇談会

・これまでの大作戦事業に関して

（常設市民説明会、不法投棄、市民

周知等）

平成 25年 3月 21日（木）

午後 3時 00分～4時 00分

市庁舎 5階第 2応接室

市長との懇談会 ・任期を振り返っての感想など
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委嘱状交付式及びレポーター会議概要

１ 委嘱状交付式

日 時 平成２４年５月１日（火） 午後３時３０分～４時００分

場 所 市庁舎５階 第１応接室

出席者 市政レポーター６人

内 容 ・市長から委嘱状を交付

・抱負などをお話いただいた後、市長と懇談

２ レポーター事業説明会

日 時 平成２４年５月１日（火） 午後４時００分～４時３０分

場 所 市庁舎５階 第 1応接室

出席者 市政レポーター６人

内 容 ・市政レポーター及び広聴事業についての説明

・「ゼロごみ大作戦～ステージ３～」についての説明と質疑応答
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市長との懇談会（１）

日 時 平成２４年７月３１日（火） 午後３時００分～４時００分

場 所 市庁舎５階 第２応接室

出席者 市政レポーター５人（１人欠席）

内 容 これまでのゼロごみ大作戦～ステージ３～の取り組みを見て、参加しての

意見交換

（主な意見）

○シンポジウム（家庭ごみ有料化～大幅なごみ減量の達成に向けて～ ７月２１

日（土）開催）について

・非常に有意義だった。

・「見える化」の話を聞き、すごくいいなと思った。

○ごみ有料化の市民周知について

・いまだに有料化が何か分からない人がかなりいるはず。その人たちへの配慮を。

（市長）周知活動は一番重要なことと受け止めている。今ＤＶＤを作っているとこ

ろだが、町内会等の出前講座の依頼があった場合には、それを見ていただ

きながら説明する。有料化の意図するところや見える化にも触れている。

お盆明けからスタートになる。

・何のための有料化か市民に上手に伝えてほしい。

（市長）来年 7月まで周知活動をするので、まちかどミーティングでもごみの質問

を色々いただいているので、疑問にお答えする機会をたくさん設けていき

たい。

○サンプルごみ袋について

・こんなに袋の種類が必要なのか。

・プラと紙がなくなるとごみは本当に少なくなる。小さい袋が必要。

（市長）有料化すると多様な反応があると想定して５種類作っている。その人その

人の事情があって、大きい袋を買って時間をかけて詰めておこうという

人、小さい袋でこまめにやる人、あらゆる考え方を想定して５種類用意し

た。使いやすさ等々については実際に始まってからご意見をいただくのか

なと思っている。

・今回のごみ袋は大変使いやすいと感じた。

・可燃・不燃一緒の袋なら分別意識が薄れるのではと心配。

（市長）結構女性の方と話をすると２種類作られたら買う時面倒だという方が多く

て驚いた。自分は袋に入れても処理するのはやはり女房がやっているの
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で、そういう人たちにとっては２種類は面倒なのかと。

（減量対策課長）燃えないごみに混ざっている資源に関する話だと思う。それにつ

いてはクリーンセンターに搬入された段階で破砕処理され、その

段階で分別され、資源になるものは分けている。本当に使えない

ものだけ埋め立てしている状況。

○その他

・リサイクル工場を大人が見学できるチャンスがほしい。

（市長）その時にご案内するように致しますので、御都合がついたらぜひご参加を。

・有料化で不法投棄が増えることも懸念される。

（市長）不法投棄の問題は、今でも結構ある。特に樽前地区ではまちかどミーティ

ングをやると出てくる問題。大型ごみを捨てたり、袋まで色々だが、これ

も粘り強く看板を立てたりしているが、状況を見ながら厳しくするところ

はしなければならないと思っている。

・資源化できるものの分別をもっとできるよう周知を。

（市長）資源ごみについては徹底していないところがあったり、町によって違うと

ころがあったりして厄介な問題でもある。そのつど理解いただくため、問

い合わせさえしていただければ丁寧に説明するという行政の態度が重要。

・プラごみを圧縮できるものを何か考えてほしい。

（市長）全国でも有料化の町がどんどん増えてきていている。他市町村でそういう

ものがないか調べてみる。
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市長との懇談会（２）

日 時 平成２４年１０月２６日（金） 午後３時００分～４時００分

場 所 市庁舎５階 第２応接室

出席者 市政レポーター５人（１人欠席）

内 容 これまでのゼロごみ大作戦～ステージ３～の取り組みを見て、参加しての

意見交換

（主な意見）

「ゼロごみ大作戦～ステージ３～」について

○常設市民説明会、町内会向け説明会について

・部屋が狭く、時間も足りなかった。

（市長）現在進行形なので、改善できるところは改善しなければならないと思って

いる。

・狙いとしては良く、タイムリーな企画だった。

・分別についてもう少し細かい説明がほしい。

・参加者は有料化はもう分かっているから分別について時間をとっては。

（市長）市民の皆さんがごみに対する情報の差がすごく多い。全く認識していない

人と、非常に詳しい方との格差がすごい。そういう中でどうやって説明会

を設定するのかは難しい判断だ。出前講座や説明会、まちかどミーティン

グなど色々な場面でこれからも説明を心がけたい。市民周知は大事な柱な

ので、これからも取り組んでいきたい。

○リサイクルについて

・大型ごみ（本箱）を沼ノ端に持っていったが、まだ使えるからリサイクルしてほしかった。

（市長）市できれいにしてリサイクル商品として販売しているが、そればかりやる

と置き場がなくなり限界がある。あとは処分するしかない。

・金属製品でリサイクルできるものは市民に分別させて無料収集を。

（清掃事業課長）こちらで資源物として集めているのは缶類。今回のゼロごみ大作

戦の中でも、集団回収の品目の拡大を検討している。新聞・雑誌・

ダンボールのほかにアルミ類、紙パックを集めて集団回収で扱っ

ていただこうと進めている。

・自分は使用済みの封筒を再利用しているが、市役所内ではどうしているのか。

（市民自治推進課長）庁内ではいろいろな課に書類を回す時に使っている。最後捨
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てる時には事業系のごみのなかで、きっちり紙や封筒など分

けて捨てている。

○不適正排出・不法投棄について

・家の近くのステーションに消火器が２～３か月あるがどうしたらいいか。

（清掃事業課長）消火器は市で収集しないごみとなっている。シールを貼って、間

違って捨てたなら持って行ってくださいと何週間か置く形をと

っている。最近多いのが、通りすがりに捨てていく方なので、そ

の可能性もある。指導員がそのステーション付近の家を回ること

もやっており、それでどうしても分からない場合は回収していく

形になると思う。

・糸井駅前通りにソファが３～４年放置されている。

（清掃事業課長）不法投棄の場合は、原則その土地の所有者が処理することになる。

私達もパトロールで見つけるが、まず始めにその土地の所有者を

調べる。市道であれば、市の道路維持課のほうに報告する。

○北方四島交流事業住民交流会について（１０月５日（金） 沼ノ端クリーンセン

ター）

・楽しかった。ロシア人と我々は同じ感覚を共有できた。

・北方四島の人もごみ問題に対する関心は深いと感じた。

・ごみ減量についての考えはどこの国も一緒だと感じた。
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市長との懇談会（３）

日 時 平成２５年３月２１日（木） 午後３時００分～ ４時００分

場 所 市庁舎５階 第２応接室

出席者 市政レポーター６人

内 容 任期終了に伴い、一年間の大作戦の取り組みを振り返り意見交換を行っ

た。

（主な意見）

○「ゼロごみ大作戦～ステージ３～」全般について

・大作戦は市民に目に見える形で、分厚く浸透している。

・幅広く、細かなところまで配慮されており、本当に感心した。

○常設市民説明会、町内会向け説明会について

・いつ行っても会場は満杯。参加者も正確に分別したいという熱意ある人がほと

んどだった。

・参加者が少なく、関心の無さに心配になったが、ごみ有料化が近づき周りでも

説明会に行くという方が増えている。

・あまり詳しくない人は、できれば２回、３回と回を重ねたほうがいい。

○ごみ袋について

・リットル表示となっているが、キログラムのほうがわかりやすいのでは。

（ゼロごみ推進室長）道内各都市もリットル表示でやっている。キログラム単位

にすると、重たい漬物石みたいなものも入ってしまい、あ

くまでも容量という形でリットル表示にしている。キログ

ラムはあくまでも直接搬入で、沼ノ端や糸井に来ていただ

いた時はキログラム単位で料金が発生するが、袋について

はリットル単位でと考えているのでご理解いただきたい。

・閉じることに関して使いやすいと思った。

○その他

・ステーションパトロール隊は、何の効果を期待し、何に生かすつもりか。

（ゼロごみ推進室長)不適正排出等があった時の対応だが、今もやっているが、

この袋は不適正排出、こういう理由で回収しないというステ

ッカーを貼って、そのままステーションに置いておく。わか
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る方は引き上げてくれればいいが、引き上げてくれないケー

スもあると思う。それについては、ステーションパトロール

隊からごみがあるという連絡をいただき、それを持ち帰り清

掃指導員が中を全部調べる。例えば住所や名前が出てくれ

ば、直接指導員のほうからお宅にお邪魔する。よほど置いて

おいても無くならないというのがあると思うが、徐々にそう

いうことが広まってくれば、少しでも不適正排出などが無く

なって来るのではということを考えている。

・雑紙の分別モニターをしたが、プラの分別の経験が生きており、雑紙の分別は

わずらわしくなかった。

・リサイクルプラザのロビーの展示が殺風景。もっと立体的に分別に役立つ展示

をしてはどうか。

（ゼロごみ推進室長)分別ゲームというのと、市役所の１階で流している DVDの

機械は置いてある。ただ、リサイクルされたものの販売会と

いうのも２か月に１回行っており、それを楽しみに来られる

市民の方も中にはいらっしゃる。全くそれを無くすわけには

行かないので、併用させた形で、貴重なご意見をいただきま

したので、苫小牧の分別コーナーのようなものや、リサイク

ルコーナーを新年度から設置しようと考えている。

○全体を通しての市長コメント

一番多いご意見、懸念が市民周知の問題。周知のあり方について、わかりやすいか

どうかということを、よくご指摘を受ける。今後６月末までステージ３は続き、７月

以降もステージは変わるが、周知について、あるいは分かりやすい市民へのアプロー

チはまだしばらく続けなければならないと考えている。そういった意味で、今日いた

だいたご意見、これまでいただいたご意見をしっかり踏まえて、周知のあり方とわか

りやすさ、このことを子ども達、あるいは若い世代、あるいは各界各層に一つの角度

で理解が進むわけは無いので、それぞれの世代に対してどのようなアプローチが必要

か、７月以降取り組んでいかなければならない問題だと思っている。

もう一つは、平成２３年の数字だが、今現在１人１日６９３グラムのごみを出して

いる。これを平成２６年、有料化に取り組んで１人１日５５０グラムという数字をま

ずは目標にしていきたい。リサイクル率は２８％、まずはこの目標に向かって有料化

プロセスにチャレンジしていきたい。５５０と２８という数字が達成できれば、次の

展開として、その効果として糸井の問題を具体的に検討を進めるということになって

いく。できれば、我々のこの運動は次の世代のためにといっている以上は、財政が右

肩上がりになることはない時代であり、そういう中で食べていけるまちを作っていか

なければならないので、今のうちから仕組みを確立し、次の世代に負担が無いように

ごみ行政を今のうちから仕組みを確立して、次の世代に渡していくことが私達の世代
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の役割だと思っている。そういう観点からもぜひこの目標を達成して、我々が目指し

ているごみ行政全体の仕組みを確立していければ良いと思っている。

もう一つは、意見書でもいただいているが、市民の皆さんのごみ捨てマナーの問題

や、不法投棄、不適正排出の問題。これからもしっかりと我々が先頭に立って、町内

会の皆さんにもお手伝いいただくことになるが、これこそ最初に言ったまちの環境美

化という観点から、大きな目標の一つになっているので、ここにもチャレンジを続け

ていかなければならないと考えている。
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レポーターからの意見と市の考え方（要旨）

●「０５３
ゼ ロ ご み

大作戦～ステージ３～」についての意見

（※６名からの意見を項目別に分けてまとめています）

○家庭ごみ有料化の市民説明会等についての意見

・豊川コミセンで行われたごみの説明会は、市民が迷いそうなごみの実物が展

示されていると良い。また、プラスチックのマークの説明ももっとしたほうが

良い。

・町内会、各種団体への説明会、コミセンなどでの常設市民説明会は、丁寧に

行われている。特に常設市民説明会については、時間帯・場所を変えて４回参

加してみたが、いずれの会場でも多数の参加があり、また熱心に説明を聞いた

上で、質疑も活発であった。

参加者の多くは男女とも中高年の方々で、ごみ有料化の是非ではなく、分別

方法に強い関心を寄せていた。つまり新しい制度の下で、いかに正確に分別す

るかが大きな関心事のようであった。

この様子を見る限り、「ごみ有料化」移行について、市民理解は得られている

かのように見える。しかし、市民説明会に参加される方々は市民のごく一部で

あって、さらに幅広く浸透させるためには、今後も多方面への働きかけが必要

と思われる。

・４Ｒ（Refuse、Reduce、Reuse、Recycle）のうち、Reuse、Recycleはとも

かく、Refuse、Reduceについては、高齢者にとっては難しい語句なので、市民

説明会でも理解不十分な様子がうかがえた。今後、普及方法について、工夫が

必要と思われる。

・紙を分別することにより燃やせるごみが減り楽しくなり、もっと知りたいと

思い常設市民説明会に行った。私のような人がたくさん集まっているだろうと

行ってみると数人しかおらず気が抜けた。周りでも７月からごみ有料化になる

ことを知っている人は多く、「ごみ有料化されると大変ね」と話をすることが

多々あり、そんな時は必ず、「紙類は、資源ごみで出すのでお金がかからないよ」

「汚れていなければ、紙は紙として出せるよ」などと教えてあげると、とても
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驚き色々と聞かれ、興味津々である。

関心が無いわけではないと思うが、説明会の場所まで足を運ぶことが大変な

のだろう。

私は説明会へ行ったが、聞いた話も時間がたつと忘れたり、また新たに問題

が出たりして、これはどうなのかなと迷うことがある。広報とまこまいのゼロ

ごみ大作戦のページに Q＆Aが書かれており、とても参考になるので続けてほ

しい。

・常設市民説明会や出前講座、講習会等を中心とした各種講習会については、

関係部局の方々の努力が大きく、ごみ減量等に対する市民の意識向上が高まり

つつある。特に今年７月以降の有料化と紙類分別による資源化は、市民の間に

かなり浸透しているように感じる。

ただ、限られた時間での説明や質問、回答では有料化の対象物や、分別、区

分の変更点、注意点の説明が主体となってしまい、なぜ今有料化しなければな

らないのかの説明が不十分と思われる。

環境負荷の低減問題の中のごみ減量問題であれば、現状の無料収集のままで

も、紙類の分別、燃やせないごみからの資源物回収等、更なる分別、選別の徹

底でもかなり負荷が低減されると思う。

少し説明してほしいのは、家庭ごみは処分ごみと資源ごみに分かれ、処分ご

みには燃やせるごみと燃やせないごみがあるが、いずれも処分費用がかかり、

市の大きな財政負担となっている。そこで紙類を分別し資源とすることで、燃

やせるごみを減量し、更に処分ごみを有料化することにより、ごみの減量とリ

サイクル推進への意識の向上をはかることが必要だということである。

特にごみ減量が実際に経費節減にどのように結びついているかを明確にし、

有料化への協力が自分達の生活にどのようにはねかえってくるのか実感できる

「見える化」の周知が必要となってくるように思われる。

・常設市民説明会については、何ヶ月にもわたって行われているが、フルタイ

ムで働いている主婦の立場からは、平日のみなので（１９：３０からの開催も

あるが、帰宅し家事をしていると参加しにくい）、土曜又は日曜に２か月または

３か月に一度でも開催してほしい。レポーターをしているが、残業もあり、ま

だ説明会へ出席できていない。又、常設説明会への市民の参加状況はどうなの

か（参加人数等）レポーターとして知りたいと思った。

貴重なご意見をありがとうございます。市民周知につきましては、ご意見を

いただきましたとおり、幅広く浸透させるためには今後も多方面への働きかけ

や説明会へ足を運ぶことが大変な市民への対応が必要と考えております。今後、
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○有料化後のごみ袋についての意見

・新しいごみ袋は半透明で手触りも良く良いと思う。

・ごみ袋のサンプルを使用してみて、自分の家庭に合う袋のサイズが分かった。

新しい指定ごみ袋はベロ部、もち手部があり使いやすくなった。

・より適切な分別、選別を強化していく点で、有料ごみの袋を統一したことに

は疑問が残る。分別を習慣付けるためには、目で、色で、即座に判別できるこ

とが望ましく、燃やせるごみの袋と燃やせないごみの袋は色分けされたほうが、

家庭内での分別及び回収時の判別にも有効ではないだろうか。

従来のごみ袋の色分けは、もう十分に浸透しているので、統一されることで

かえって戸惑いが生じると思われる。

市推奨ごみ袋が販売終了となり、無料の資源ごみ及び有害ごみは透明または

半透明の袋を使用することになる。どのような袋でもということになると、不

適正な有料の処分ごみなのか、無料の資源ごみなのか判別が難しくなり、ごみ

ステーションにおける分別作業、収集作業を混乱させてしまう心配がある。一

部の説明会ではレジ袋の使用も禁止と説明されたが、判断の難しさから不適正

排出の増加を危惧する。ごみ袋購入の負担を軽減するための措置かと思うが、

ごみ減量のためにはどうしても、ごみの分別、選別を強力に推し進めていかな

ければならない。分別の習慣づけのためにも、むしろ各資源毎に袋を区分し、

色分けや、資源名の書かれた袋を従来のように、市推奨の資源ごみ袋として販

売してはいかがか。

４月からの説明会には出前講座を中心とし、土日祝日・夜間を問わずに職員が

積極的にお伺いさせていただき、説明を行ってまいります。

また、家庭ごみ有料化に伴う手数料がどのように活用されるのかについては、

収入見込額と使途案、決算のそれぞれのタイミングで広報等で「見える化」を

し、市民へわかりやすく周知してまいります。今年の見込み額と使途案は広報 5
月号に掲載される予定となっておりますのでぜひご覧くださいますようお願い

いたします。

最後に、常設説明会の参加人数ですが、３月２０日現在では１１０回開催し、

１，４０４人の参加となっております。

（環境衛生部ゼロごみ推進室減量対策課 担当）

家庭ごみ有料化以降に使用する指定ごみ袋については、ご指摘のとおり、色

分けも検討させていただきましたが、市民負担の軽減や、ご家庭での利便性等

13



○紙類分別モニタリング体験についての意見

・分別体験モニターを引き受けてみた。大変有意義だった。指定ごみ袋の使い

勝手は特に良いとは思えなかったが、プラスチックに加えて紙類の分別をする

と、「燃やせるごみ」の排出量は驚くほど減量されることがわかった。この分で

は、おそらく一人一日当たりの家庭ごみ排出量を平成２６年度には、「５５０グ

ラム」にまで減量するという目標の達成は可能かと思われる。

・平成２２年度から始まったプラスチック分別では、燃えるごみが半分になり

とても驚いた。また、今回サンプルごみ袋モニターの体験で紙類の分別をして

みて、さらに驚いた。燃えるごみがほとんど無い。

ごみの分別の仕方で節約ができると思った。本当にごみの量の激減に驚いた。

○不法投棄、不適正排出についての意見

・常設市民説明会や町内会の懇談の中でも、決まって出てくるのは、ごみ排出

マナー改善の要望である。排出マナーの悪化に悩まされている現状がどこの会

場でも赤裸々に語られていた。折りたたみ式ステーションの設置、ステーショ

ンパトロール隊の創設など、対策は進んできているようであるが、今後も地域

住民の協力が不可欠であり、この点を重視した施策をさらに進めてほしい。

を踏まえて総合的に判断し、「燃やせるごみ」と「燃やせないごみ」を兼用とし、

5㍑～40㍑までの 5種類を作成することといたしました。

また、資源につきましては、透明又は半透明の袋での排出となりますが、ス

テーションにおける分別作業や収集作業を混乱させないためにも、市民説明会

等を通じ、分別方法の周知徹底やステーションパトロール隊の創設等により、

排出マナーの向上を促してまいりたいと考えております。

（環境衛生部ゼロごみ推進室減量対策課 担当）

分別体験モニターを体験していただき、誠にありがとうございます。

この調査では、紙の分別による燃やせるごみの減少や分別品目について等

様々なご意見があり、大変貴重なご意見をたくさん頂戴いたしました。

調査結果やご意見を参考とし、今後も平成 26年度の一人一日当たりの家庭ご

み排出量「550グラム」を目指してまいりたいと思いますので、今後もご理解と

ご協力をお願いいたします。

（環境衛生部ゼロごみ推進室減量対策課 担当）
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・ごみの減量化、有料化事業で最も重要なのは、不法投棄、不適正排出の問題

である。パトロール隊と清掃指導員によるごみステーションのパトロールも有

効だとは思うが、更に進めて、啓発シールの貼付の際には、当分の間、何がな

ぜ不適正なのかを知ってもらえるようなステッカーの貼付が必要であり、不適

正排出が後処理工程の中でコストアップにつながる厄介者で、困ることも理解

していただかなくてはならない。

持ち帰らないごみ袋の開封調査、排出者の特定などは多くの問題を含んでい

るので慎重に対応せざるを得ない。

結局は、不法投棄しにくい環境の整備、不適正排出されない分別、選別の意

識向上等を呼びかけることが重要で、パトロール隊も不適正排出のチェックに

加えて、ごみステーションの環境整備で町全体の清潔感、清掃感覚の向上に力

を注いでいかなければならない。美化されたところにごみは散らかしづらい。

収集に出せないものとしての新聞紙、雑誌、ダンボール等を燃やせるごみに

混入した場合、又は紙類の資源ごみに混入した場合は、不適正排出として収集

されないとなるとかなりの混乱が予想される。特に有料化された燃やせるごみ

に混入された場合、有料だけに収集拒否が出来るかどうか疑問である。しかし

減量化の立場からは、あくまでも集団回収、拠点回収に回されるべきものであ

る。

・私の住む町内のごみステーションは、マナーが守られず曜日と違うごみがあ

る。先日近くを歩いていると、子供達が買っているカードゲームの入ったビニ

ールの外袋が道路にたくさん落ちており、店が分かったのでその店に知らせた。

子供達にもマナーを守ってほしいものである。

また、ごみを拾っても捨てるところが無く、家まで持ち帰らなくてはならな

いので、ごみ箱が置いてあるといいのだが。

不法投棄、不適正排出については、家庭ごみ有料化に向けさらなる対応が求

められているものと認識しております。

市では、清掃指導員によるパトロールの他、ステーションパトロール隊の創

設や夜間休日パトロールの委託等により排出ルールの改善や不法投棄への対策

に取り組んでまいりたいと考えております。

啓発シールに対しましては、貴重なご意見をありがとうございます。いただい

たご意見を参考に、不適正排出に対する警告・啓発シールの改定を行ってまい

ります。

また、子ども達へのマナー向上については、現在、環境戦隊 053ファイブや、

環境教育副読本を活用して、世代別の環境教育活動を行っているところでござ
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○生ごみについての意見

・冬は生ごみをごみステーションに出している。何年か前、ダンボールで堆肥

を作ったときは乾燥してうまくいかなかった。また、果物の皮が分解しづらく、

寒い家なので箱を台所に置いていたが、少し衛生面も心配だった。

京都の小学校の話だが、給食の食べ残しで堆肥を作り、野菜作りをしている。

苫小牧も次は生ごみの収集か。

・生ごみ堆肥化容器及び電動生ごみ処理機購入助成者に対し、翌年アンケート

がなされ、かつアンケート結果がフィードバックされていることは良かった。

密閉式容器を使用していますが、臭い対策は参考になり、春になったら実践し

たいと思う。

・燃やせるごみのうち、紙類が資源ごみとなれば残りは生ごみの比重がとても

大きくなる。電動生ごみ処理機の貸し出しを受けて使用してみたが、非常に有

効だった。ぜひ購入助成額拡大のうえ、普及させていただきたい。

助成に当たっては、市中実勢価格に対して実質助成となるよう配慮をお願い

したい。また、シンポジウムで話のあった多摩市での「生ごみ入れません袋」

の無料配布等も参考になると思われる。

いますが、今後も啓発活動を続け、子供たちへもごみ排出マナーを呼びかけて

まいります。

（環境衛生部ゼロごみ推進室減量対策課 担当）

生ごみ堆肥化については、市民にもたいへん関心が高く、053大作戦事業の一

つとして堆肥化講習会を開催したところ毎回定員を上回る反響がございまし

た。

挑戦していただいたダンボールコンポストは生ごみ堆肥化方法のなかでも手

軽に取り組めるものでありますので、皆さんが少しでも失敗することのないよ

う、この講習会では丁寧な説明をさせていただいております。ぜひご参加いた

だき、今後も生ごみ減量や堆肥化にご協力いただけますようお願いいたします。

また、小学校や PTA、町内会等のごみ減量や堆肥化に挑戦していただける団

体を対象とした助成金もこの 053大作戦で創設いたしましたので、今後、市内

の団体向けの PRに努めてまいります。

生ごみ堆肥化容器や電動生ごみ処理機の購入につきましても、平成 25年度よ

り助成拡大を図りまして、堆肥化容器の助成総数を 500個に電動処理機の助成
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○分別等に関する市民周知についての意見

・ごみ収集の方や分別されている方のこんな捨て方は困るという意見が聞きた

い。

・この１年で、リサイクルプラザを訪問する機会が３度あったが、毎回、広い

ロビーの殺風景な様子が気になる。現状は、「何も展示しないわけにはいかない

から、何か置いておくか」という印象を与える展示になっている。

例えば、「４Ｒ」の具体例をわかりやすく、立体的で動的な展示に変えるなど

すれば、広報効果が増すと思えるのだが、どうだろうか。

・プラスチック、家庭用雑紙を分別品目に加えることによって、ごみが減量す

ることは確実である。ただし、家庭用雑紙を「燃やせるごみ」と分別すること

は、案外面倒でもあり、また、正確な分別は難しい面もあるので、これからも

ていねいな市民説明を繰り返し行うことが必要と思われる。

・今現在、ほとんどの方がごみを分別して出している。

我が家も古新聞・ダンボール・牛乳パック・アルミ缶は小中学校の回収車へ

出し、廃食油・古着古布は回収拠点へ持っていくなどし、さらにいち早く市の

助成金でコンポストを購入して活用している。

ごみ収集日まで置いておく場所の確保も大変で、資源ごみとして分別するも

のが６種類ほどあり、その他燃えるごみ、燃えないごみに分けると結構な場所

が必要になる。そんなことを考えていると資源ごみになるものも燃えるごみに

なってしまうことがある。

アパートに住んでいる知人の若い子に、ごみについて聞くと「分別もしたり

するけれど、時間が無い時は部屋に置いておくのも嫌なので、燃えるごみに入

れて出してしまう」と言っていた。

問題が色々とある。７月からいよいよごみ有料化になるが、色々と試してみ

たり、他の人の話を聞いてみたりして、ごみ分別に取り組んでみようと思う。

・例えば「はがき・写真・レシートも紙類で出せます！」とか、「生ごみは捨て

る前に一絞りするといいですよ！」など、みんなが疑問に思うようなことを取り

上げ、ごみ収集日に収集車が流して走ってくれると自然に耳から入ってきて誰

金額を 3万円と拡充を図りまして、より一層の普及に努めてまいります。

（環境衛生部ゼロごみ推進室減量対策課 担当）
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もが覚えられるのではないか。

・苫小牧民報の１月１日の紙面に『こうする！ごみの分別』というカラーのペ

ージがあり、イラストでわかりやすく分類されていたので、初売りで購入して

きた３段型の分別ごみ箱に切り取って貼ってみたところ、家族もそれをみて分

別することができると、大変好評だった。

このような①紙類 ②プラスチック ③燃やせるごみ というようにイラス

トを入れたステッカーを作成し家庭向けに配布すると、小さな子どもでも絵を

見ながら意識が高まり、ごみの分別にも有効ではと考えた。

ちなみに、この度購入した３段型の分別ごみ箱は市内の某ショップで日替わ

り商品として販売していたが、１０時の開店と同時に皆がこの商品を目当てに

殺到していたところを見る限りでは、苫小牧市民のごみ分別の意識が市民に定

着しつつあると感じた。

・周知活動の内でも、ごみ収集車による呼びかけや市内運行バス内でのアナウ

ンスなどは、特に有効な活動の一つと思われる。しかし周知が進んだ現在、今

後はごみ減量化の目的に力点をおいた呼びかけが必要となり、市と市民が目的

意識を共有する事が大事になる。

そのときの目標としては、例えばごみ処理費用が仮に２０億円とした場合、

ごみ減量化と有料化により数億円が削減され、場合によっては糸井焼却設備の

廃炉が可能となる等々が考えられる。

有料化の必要性を徹底させるためには、目標を市民に知らせ、どの部分に具

体的にはねかえるのか、分かりやすく説明し目的意識を高めさせることが肝要

と思われる。

プラザ祭りにおけるエコ標語最優秀賞の「すてるゴミ 分別したら 宝物」

とあるように、ごみ減量の基本はやはりごみの分別選別にあると思う。

処理費用のかかる有料ごみとしての処分ごみ、この中に資源物となる紙類や

有用金属類が混入しないよう周知することが重要である。

燃やせるごみと燃やせないごみの適正な分別は、その後の焼却または埋立て

処分作業におけるコスト削減上も、またごみを常に分別するという感覚を養う

上でも必要となる。

適正なごみの分別、選別を積極的に行うことは、収集後の処理作業及び資源

化作業の工程上、大きくその処理コストに影響を与える。後工程のことを意識

し、その処理作業に有効、有利な排出方法を考え、工場側と市民が意識を共有

しつつごみ回収事業が行われればと思う。そのためには市民に今まで以上にご

み処理事業の実態を見てもらい、工場側が困っていること等を知ってもらう必
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要があると思う。

・広報、新聞等を通じて、家庭ごみの有料化の情報は広く市民へ周知できてい

ると思われる。コミセン等での常設市民説明会、企業への出張説明会、ごみ袋

のサンプルモニターの取組等はより具体的に周知できる機会だったのではない

か。

・７月からの家庭ごみの有料化の導入のため、市の広報は充分行われているが、

市民がごみ処理には経費がかかることを認識し、確実な分別、ごみの減量を行

っていくことが必要である。

市では今一度、糸井焼却場の経費、建て直しとなった場合の予算、沼ノ端焼

却場１か所で処理できるようにしたいといった内容をアピールしてみてもいい

のでは。

○集団回収・拠点回収についての意見

・使用済み小型電子機器、ダンボール、本、雑誌類の回収拠点の設置はコミセ

ンにあり、利用しやすい（車での移動が可能だからだとは思うが）ので今後も

日々のごみ分別にご理解、ご協力をいただき、誠にありがとうございます。

ごみの分別については、今後も継続して丁寧な説明を心がけてまいります。

ごみ箱用のステッカーについてのご意見は、非常に参考になり、ぜひ早急に、

子供でもわかりやすい分別ステッカーを作成、配布させていただきたいと思い

ます。貴重なご意見ありがとうございました。

家庭ごみ有料化は大幅なごみ減量のための手段の１つであり、平成 26年度ま

でに

①１人１日当たりの家庭ごみ排出量を 550グラムとすること

②リサイクル率を２８％へ大幅に向上すること

を目標にしております。この目標が達成されますと、老朽化の進んでいる糸井

清掃センターの廃炉を視野に入れた検討が可能となってまいります。この糸井

清掃センターを建て替えた場合には、およそ 50～60億円程度が必要と推計して

おり、廃炉となった場合には、年間 2～3億程度の維持管理費も不要となってき

ます。この 053大作戦ステージ 3の副題「次の世代のための一歩を踏み出そう」

にもありますように、次の世代に借金を残さない為にも引き続きごみ減量とリ

サイクル推進に取り組んでまいります。

（環境衛生部ゼロごみ推進室減量対策課 担当）
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継続を希望する。

・集団回収のシステムが、町内によってあるいは回収団体によってまちまちと

なっている現状では、集団回収に拠出するために排出者の理解と協力が必要と

なっている。集団回収奨励金拡充の検討に併せて、各地域の集団回収における

回収方法、回収回数、益金の流れ、回収団体間の調整等実態調査を至急行い、

回収システムの見直し、整理、拡充により効率的で公平な資源の集団回収を行

っていただきたい。

拠点回収についても、回収品目の拡大に加えて拠点の増加を検討し、高齢者、

障害者等ごみ出し困難世帯に対しても、より一層積極的に地域活動支援を行っ

ていただきたい。

・古着・古布回収リサイクルを市内の公的な７か所の施設でやっているという

ことを今回初めて知り、ごみの有料化になる前にたんすの中も一度は確認する

必要があると気付くことができた。

○ゼロごみ大作戦～ステージ３～全体を通して

・ステージ３の取り組みを自分で一部体験したり、事業所・企業への啓発など

を新聞報道で知る限り、さまざまな事業を通して、「ステージ３」が分厚く、着

実に進展しているように思える。ダイナミックに、といえばややオーバーな表

現と思われるかもしれないが、行政当局が主導する多くの施策の中でも、とり

集団回収・拠点回収にご協力いただきありがとうございます。

拠点回収につきましては継続するとともに、新聞紙・雑誌・ダンボールの回収

拠点であるリサイクルボックスは、市民が活用しやすいよう今後も拠点場所を

増やしてまいります。

また、本年７月より新たに使用済み蛍光管の拠点回収を開始してまいります。

この蛍光管の拠点回収場所には、買い替えの際に利用しやすいよう市内のホー

ムセンターや家電量販店にお願いし、東西に点在するように設置してまいりま

す。

集団回収奨励金の拡充につきましては、本年４月より対象品目や奨励金額の拡

大を行い、地域や市民の自主的なリサイクル活動に対して一層の支援を図って

まいります。また、集団回収団体の取り組みについてはリサイクル団体連絡協

議会を通じまして情報提供・情報交換などを行い、効率的な資源回収を行える

よう呼びかけてまいります。

（環境衛生部ゼロごみ推進室減量対策課 担当）
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わけ顕著に成果を挙げている例かと思う。さらに「ステージ４」に向けて一層

進展することを期待している。

・分別、選別によるごみ減量の徹底と、一部有料化の適切な目的意識の共有化

により、持続可能な循環型社会を目指し、市民負担の公平性を求めながら、環

境負荷の低減のため、更なる事業展開が求められている。

大きくは地球環境の改善に向けて、身近には町内の清掃、美化のために、そ

して資源の有効利用としての“４Ｒ運動”を進めることで、市民がより豊かな

生活環境を得るために、「０５３大作戦」を通して更に環境改善を推進していか

なくてはならない。

○市政レポーターを経験しての感想等

・市政レポーターになって一番の思い出は、ロシアの人たちとの交流である。

沼ノ端クリーンセンターの見学と、牛乳パックを利用したはがき作り、テーブ

ルでの意見発表。ロシアの方が、ネコやカラスに餌をあげている話は、私もあ

げたことがあるので同じなんだなとほっとした。

市政モニターの皆さまには、この１年「053大作戦～ステージ 3～」の実施に

際しまして、「市民説明会」「新たな分別体験モニタリング」「各種拠点回収」「電

動生ごみ処理機貸出」「自然と環境にやさしいまちづくりのためのシンポジウ

ム」などの多数の事業に、ご参加、ご協力をいただきまして誠にありがとうご

ざいます。

おかげさまで終了した各事業につきましては、それぞれの成果を感じている

ところでございます。この 053大作戦～ステージ 3～事業は、家庭ごみ有料化

や紙類資源化が開始されるまでの平成２５年６月まで継続し、今後も引き続き

有料化に向けた市民周知・ごみ減量への取組推進・分別品目拡大への取組推進・

不法投棄・不適正排出の防止・環境教育の推進に向けて事業を展開してまいり

ます。

市ではごみ減量やリサイクルの推進、まちの環境美化への取り組みは大作戦だ

けで終わるものではなく、継続して取り組んでいかなければならないものと考

えております。今後も、市政モニターの皆さまから頂戴した貴重なご意見を参

考にするとともに、説明会等でいただいた市民の皆さまの声に耳を傾けながら、

これからもこの「ごみ問題」を次の世代に良い形で引き継いでいきたいと考え

ておりますので、より一層のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

（環境衛生部ゼロごみ推進室減量対策課 担当）
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・昨年の５月１日に市政レポーターの委嘱状を岩倉市長から直接いただき、早

１０か月を迎えようとしている。

その間、どちらかというと、ごみ分別等に関しても、日々の忙しさからあま

り積極的とは言えなかった私が、市民自治推進課の担当の方が苦労されてお作

りになっているであろう「とまレポ通信」を中心に送付いただく資料に目を通

しているうちに、自然と洗脳？され、気づけば家族や職場でも自ら話題にする

ことが増えたということに自分自身驚いている。

今年度レポーターをさせていただき、本当に勉強になった。特に「とまレポ

通信」は、ところどころに苫小牧市公式キャラクターのとまチョップを登場さ

せて、親しみやすく、読みやすい紙面で、自分の仕事（幼稚園園長として、保

護者や地域の方に情報を発信していく際）に参考となった。

委嘱期間終了にあたって、仕事の関係でご案内いただいたイベントや会議な

ど、出席できることのほうが少なくて、大変申し訳なく思っている。このよう

な機会をいただけたことに心より感謝申し上げる。

・苫小牧市は以前より環境対策に取り組んでいた。特にごみの問題に対する事

業は一市民として賛同することが多く、市政レポーターに応募した。

０５３大作戦のレポーターは興味のある内容であったため、一年間楽しんで

行うことができた。市長との懇談があったりで貴重な体験だった。１０名の募

集枠に６名と少ない参加だったが、他の市民の皆さんにもレポーターの体験を

お勧めしたい。
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V
D
を

作
成

し
、

公
共

施
設

等

で
の

放
映

○
新

た
な

分
別

体
験
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

○
コ

ン
ビ

ニ
等

で
の

古
紙

回
収

拠
点
の

拡
充

○
家

庭
用

雑
紙

の
モ

デ
ル

回
収

○
集

団
回

収
奨

励
金
の

拡
充

○
リ

サ
イ

ク
ル

ボ
ッ

ク
ス

の
拡

充

○
リ

サ
イ

ク
ル

ハ
ウ

ス
助

成
件

数
の

拡
充

＜
集

団
回

収
奨
励

金
の

拡
充

内
容

＞

H
2
5
年

4
月

～

対
象

品
目

を
3
品

目
⇒

6
品

目

新
聞

紙
・

雑
誌

・
ダ

ン
ボ

ー
ル

に
ア

ル
ミ

類
・

び
ん

類
・

紙
パ

ッ
ク

を
追

加

奨
励

金
を

1
㎏

1
～
2
円

⇒
一

律
3
円

に
増

額

＜
リ

サ
イ

ク
ル
ボ

ッ
ク

ス
＞

主
要

古
紙

の
拠

点
回

収

H
2
4/

1
0
日
吉

体
育

館
に

増
設

。
現

在
4
か

所

【
分

別
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
】

紙
を

分
別

す
る

こ
と

で
燃

や
せ

る
ご

み
の

減

少
を

実
感

し
た

割
合

※
2
回

目
で

変
化

な
し

と
答

え
た

1
5
件

の
内

、
1
3

件
は

以
前

か
ら

紙
類

を
分

別
、
又
は
紙

類
の

排
出

量
が

少
な

い
た

め
と
の

回
答

回
答

内
容

1
回

目
2
回

目

件
数

割
合

件
数

割
合

減
っ

た
3
6

7
3
.
5%

7
2

8
2
.8
%

変
化
な

し
1
2

2
4
.
5%

1
5

1
7
.
2%

無
回
答

1
2
.
0
%

0
0
.
0
%

＜
市

役
所

１
階

D
V
D
上

映
の

様
子

＞
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０
５

３
大

作
戦

～
ス

テ
ー

ジ
３

～
中

間
実

施
報

告
H
25
.3
.2
0
現

在

事
業

名
実
施

概
要

・
目

標
取

組
状

況

７ 拠 点 回 収 品 目 の 拡 大

○
小

型
電

子
機

器
の

拠
点

回
収
の

実
施

○
せ

ん
定

枝
の

資
源

回
収

の
実

施

○
蛍

光
管

の
拠

点
回

収
の

実
施

○
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
キ

ャ
ッ

プ
に

よ
る

社

会
貢

献

○
古

着
・

古
布
、

廃
食

油
の

拠
点

回
収

＜
H
2
3
年

度
実

績
＞

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル
キ

ャ
ッ

プ
回

収

回
収

量
8
,
3
5
2
㎏

ワ
ク

チ
ン

購
入

代
と

し
て

寄
附

金
額

1
1
4,
0
0
3
円

平
成

2
4
年

度
も
回

収
・

寄
附

を
継

続

＜
小

型
電

子
機

器
の

拠
点

回
収

＞

H
2
4
年

4
月

～
6
か

所
で

回
収

実
施

＜
蛍

光
管

の
拠

点
回

収
＞

H
2
5
.
7
/
1
～
家

電
量

販
店

や
ホ

ー
ム
セ

ン
タ

ー
等

＜
古

着
・

古
布

の
拠

点
回

収
＞

7
か

所
で

回
収

実
施

＜
廃

食
油

＞

1
0
か

所
で

回
収

実
施

＜
せ

ん
定

枝
の

資
源

回
収

＞

H
2
5
.
7
/
1～

1
1
/
1
5
申

込
み

制
戸
別

収
集

開
始

＜
小

型
電

子
機

器
回

収
ボ

ッ
ク

ス
＞

＜
廃

食
油

回
収

ボ
ッ

ク
ス

＞

＜
せ

ん
定

枝
の

収
集

方
法

＞
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０
５

３
大

作
戦

～
ス

テ
ー

ジ
３

～
中

間
実

施
報

告
H
25
.3
.2
0
現

在

テ
ー

マ
４

不
法

投
棄

・
不

適
正

排
出

は
許
し

ま
せ
ん
。

事
業

名
実

施
概

要
・

目
標

取
組

状
況

８ 地 域 住 民 と の 協 働

○
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
パ

ト
ロ

ー
ル

隊
の

創
設

○
共

同
住

宅
ご

み
排

出
マ

ナ
ー

改
善

対
策

協
議

会
の

創
設

○
ゼ

ロ
ご

み
（

不
法

投
棄

）
1
1
0
番

の
開

設

○
折

り
た

た
み

式
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

設
置

○
転

入
者

・
外

国
人
向

け
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

○
ゼ

ロ
ご

み
の

日
（

旧
：
春

・
秋
ま

ち
を

き
れ

い

に
す

る
日

）
の

実
施

○
ク

リ
ー

ン
と

ま
こ

ま
い

改
訂

版
の

全
戸

配
布

○
ゼ

ロ
ご

み
コ

ー
ル

の
実

施
（

携
帯

電
話

に
よ

る

回
収

品
目

の
お

知
ら

せ
）

目
標

：
５

万
人

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
清

掃
参

加
双

葉
町

内
会

を
モ

デ
ル

地
区

と
し

、
実

施
中

９ 民 間 企 業 と の 協 働

○
不

法
投

棄
の

夜
間

・
休

日
パ

ト
ロ

ー
ル

の
実

施

○
不

法
投

棄
多

発
地

域
マ

ッ
プ

に
よ

る
パ

ト
ロ

ー
ル

強
化

○
民

間
及

び
市

関
係

部
局

と
の

連
携

強
化

＜
折

り
た

た
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
使

用
状

況
＞

＜
不

法
投

棄
パ

ト
ロ

ー
ル

ス
テ

ッ
カ

ー
＞
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０
５

３
大

作
戦

～
ス

テ
ー

ジ
３

～
中

間
実

施
報

告
H
25
.3
.2
0
現

在

テ
ー

マ
５

ゼ
ロ

ご
み

の
普

及
・

実
践

を
目
指
し
ま

す
。

事
業

名
実

施
概

要
・

目
標

取
組

状
況

・
結

果

10 ゼ ロ ご み の 発 信

○
プ

レ
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

○
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ
で

の
イ

ベ
ン

ト
（

オ

ー
プ

ニ
ン

グ
等

）

○
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
事

業

○
自

然
と

環
境

に
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

の

た
め

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

3
/
2
8

プ
レ

イ
ベ

ン
ト

（
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

）
開

催
。

参
加

人
数

9
5
人

4
/
1
4

プ
ラ

ザ
ま

つ
り

（
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
イ

ベ
ン

ト
）

開
催

1
,
3
0
0
人

参
加

1
0/

1
3

第
2
回
プ

ラ
ザ

ま
つ

り
開

催
。

1
,5

0
0
人

参
加

7
/
2
1

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

開
催

講
師

：
東
洋

大
学

山
谷

修
作

教
授

参
加

者
1
1
4
人

11 世 代 間 環 境 教 育 の 実 践

○
親

子
参

加
の

リ
サ

イ
ク

ル
見

学
会
の

開
催

○
幼

児
向

け
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

作
成
・

配
布

○
0
5
3
フ

ァ
イ

ブ
に

よ
る

啓
発

○
小

中
学

校
副

読
本

の
作

成
・

配
布

○
各

種
リ

サ
イ

ク
ル

ア
イ

デ
ア

コ
ン

テ
ス

ト

の
実

施

○
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー
連

絡
協

議
会

等
の

高
齢

者
向

け
啓

発

幼
児

向
け

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

１
万

５
千

部
作

成
【
「

標
語

・
ポ

ス
タ

ー
コ

ン
ク

ー
ル

」
結

果
】

市
民

投
票

数
：

小
学

生
部

門

【
ポ

ス
タ

ー
】
4
3
6
票

【
標

語
】

3
9
7
票

中
学

生
部

門

【
ポ

ス
タ

ー
】
4
3
1
票

【
標

語
】

3
8
8
票

最
優

秀
賞

作
品

は
環

境
基

本
計
画

、
副

読
本

な

ど
の

冊
子

、
ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
使

用
し

て

い
ま

す
。

＜
プ

ラ
ザ

ま
つ

り
の

様
子

＞

29



０
５

３
大

作
戦

～
ス

テ
ー

ジ
３

～
中

間
実

施
報

告
H
25
.3
.2
0
現

在

事
業

名
実

施
概

要
・

目
標

取
組

状
況

12 事 業 所 ・ 企 業 市 民 へ の 啓 発

○
ご

み
減

量
等

優
良

事
業

所
認

定
制

度
の

創
設

○
企

業
市

民
へ

の
啓

発

○
事

業
所

向
け

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
よ

る
啓

発

企
業

市
民

へ
の

啓
発

H
2
5/
1
/
2
3

苫
小

牧
信

用
金

庫
本

店
を

皮
切

り
に

企
業

の
朝

礼
・

夕
礼

訪
問

を
実

施
中

13 行 政 の 率 先 行 動

○
公

共
施

設
分

別
排

出
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

○
職

員
の

ご
み

分
別

サ
ポ

ー
タ

ー
制

度
の

導
入

○
C
A
P
と

連
携

し
た

ま
ち

な
か

清
掃

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

○
庁

内
も

っ
た

い
な

い
運

動
の

推
進

H
2
4/
6
/
1
0

市
職

員
に

よ
る

「
ま

ち
な

か
」

の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
清

掃
を

実
施

2
0
0
人

参
加

回
収

量
2
3
0
㎏

＜
事

業
所

向
け

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

＞

＜
ま

ち
な

か
清

掃
の

様
子

＞
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平成２４年度市政レポーター名簿

（５０音順、敬称略）

任期：平成２４年５月１日から平成２５年３月３１日まで

氏 名 選任区分

1 内 海 泰 満

公 募

2 小野里 みゆき

3 斎 藤 忠 勝

4 高 崎 ひとみ

5 長 勢 道 子

6 横 山 淳 子



苫小牧市市政レポーター設置要綱

（目的）

第 1 条 市政の重要な取組について、広く市民の参加を求めて理解を深めるととも

に、意見、提案等を聴取し、市政運営の参考に資することを目的として、苫小牧市

市政レポーター（以下「レポーター」という。）を設置する。

（職務）

第 2 条 レポーターの職務は、次のとおりとする。

（1）市政の特定事項に関する事業に積極的に参加し、意見、提案等を行うこと。

（2）市長懇談会や必要な会議等に出席すること。

（3）その他、市長が必要と認めること。

（資格）

第 3 条 レポーターは、市内に住所を有し、市政に対する理解と協力の意思がある

18歳以上の者とする。ただし、次の各号のいずれかに該当するものを除く。

（1）高校生または高等専門学校 3 年生以下の者

（2）地方公共団体の議会議員

（3）公務員

（4）市政モニターを含めて、レポーターの経験が 2 期を超える者。

（定数）

第 4 条 レポーターの定数は、10 人以内とする。なお、欠員が生じたときは補充し

ない。

（任期）

第 5条 レポーターの任期は 1 年（委嘱の日から翌年 3 月末日まで）とする。

（委嘱）

第 6 条 レポーターは、公募に応じた者の中から、年齢、性別、地域、職業等を考

慮し適当と認める者を選出し、市長が委嘱する。

（委嘱の取消）

第 7 条 市長は、レポーターが次の各号のいずれかに該当するときは委嘱を取り消

すことができる。



（1）市内に住所を有しなくなったとき。

（2）第 3 条第 2 号から第 4 号のいずれかに該当することになったとき。

（3）辞任の申し出があったとき。

（4）前各号のほか、市長が取り消しの必要があると認めたとき。

（謝礼）

第 8 条 レポーターの職務を遂行した者には、年間 5,000 円の謝礼金を支払うもの

とする。

（意見等に関する処理）

第 9 条 レポーターから提出された意見、提案等は、担当部課へ回付し、検討のう

え市政運営の参考に資するとともに、活動報告書として取りまとめ、市のホームペ

ージ等で公開する。

（事務局）

第 10 条 レポーターに関する事務は、総合政策部政策推進室市民自治推進課におい

て処理する。

（その他）

第 11 条 この要綱に定めるもののほか、レポーターに関し必要な事項は、そのつど

市長が定める。

附 則

１ この要綱は、平成 24年 4月 1 日から施行する。

２ 苫小牧市市政モニター設置要綱（平成 18年 4 月 1 日改正）を廃止する。


